
令和８年度いじめ総点検に係る学校訪問報告 

 

１ 日 時 令和８年10月６日（火）10：00～11：30 

２ 会 場 本校校長室 

３ 日 程 10：00～10：30 チェックシートに基づく書類点検 

10：30～11：30 事例検討による研修 

４ 出席者 県教育庁生徒指導課２名 

本校教職員７名（校長、教頭、いじめ対策推進教員、生徒指導主事、各学

年主任） 

ＰＴＡ役員２名 

５ 内 容 

（１）チェックシートに基づく書類点検 

○ いじめ対策総点検自校体制チェックシートにより、本校いじめ事案発生時対応

フローチャートやいじめ防止基本方針及び行動計画、令和８年度学校いじめ対策

推進計画書、いじめ対策組織の会議録等について点検を受けた。 

○ 点検内容 

・学校の組織力の強化について 

・教員の意識改革と指導力・対応力の向上について 

・相談しやすい体制について 

・保護者との連携について 

・未然防止について 

（２）事例検討による研修 

○ いじめ事案における４つの場面（①初動対応、②いじめ対策会議１回目、③い

じめ対策会議２回目、④その後の対応）について、事例検討を実施した。 

○ 事例検討の主なポイント 

・初動対応においては、事案を把握した教員から、いじめ対策推進教員及び管理

職まで迅速に報告すること。 

・いじめ対策会議１回目においては、学校は今後起こりうるリスクを想定するこ

と。被害生徒の保護者に事情を伝える流れ、確認項目等を検討すること。 

・いじめ対策会議２回目においては、画像の取扱いについて、警察と連携して対

応すること。被害生徒と加害生徒の関係再構築に向けた支援を検討すること。 

・その後の対応においては、再登校の際、被害生徒が安心・安全に生活できるよ

う配慮事項を検討すること。 

６ 点検結果 

本校のいじめ防止対策に対して、特段の指摘事項はなかった。チェックシートに基

づく書類点検、事例検討による研修での指導内容を、今後のいじめ防止対策にいか

し、引き続き適切に対応していく 。 


